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熊野川の洪水浸水想定や避難場所について、市民に理解を図るため、出前講座や家具転倒防止器具取付時
の職員訪問等を通じて周知を継続している。出前講座は、町内会や各学校等から依頼があった場合に実施し、
「Web版新宮市ハザードマップ」や紀伊半島大水害DVDを見せながら、地区の浸水想定区域や過去の浸水
実績を確認し、周知活動を行っている。
なお、令和６年度は、 Web版ハザードマップにおいて、①４カ国⇒５カ国語対応 ②中小河川の浸水想定

の追加を予定している。また、洪水時の一人ひとりの防災行動計画であるマイ・タイムライン作成講座の開催も
開始した。
その他、郵便局との相互協力協定により、ＱＲコードを市内の全郵便ポストに掲載している。

効 果
災害リスクが高い箇所を把握することで、住民自らの的確な避難判断につながる。
多言語対応のWeb版ハザードマップにより、外国人も災害リスクを把握することができる。

指定した箇所の災害リスク（洪水・土砂・津波）
や最寄りの避難所が一覧で表示される

多言語（日本語・英語・中国語・韓
国語）での表示の選択が可能

●郵便ポストへの掲載

柱①水害リスク情報等の更なる充実と自主防災意識の向上による安全な住民避難等の実践
＜4＞水害リスク情報の充実・周知
＜7＞防災意識の向上に資する出前講座や水害教育等の推進

取組内容

●「Web版 新宮市ハザードマップ」や紀伊半島大水害DVD、マイタイムラインツール
「逃げキッド」等を使用した出前講座

●郵便局との相互協力協定による、市内の全郵便ポストへのＱＲコード掲載

新宮市

継続

●出前講座（Web版ハザードマップ） ●出前講座（マイ・タイムライン作成）
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田辺市

柱②：情報の一元化や情報発信の見える化等による情報伝達体制の高度化・効率化
＜23＞リスク情報や治水事業効果の見える化

取組内容

●オペレーションルーム、デジタルツインプロジェクトの活用による情報一元化・効率化

■デジタルツインプロジェクトの活用
◎ドローンで災害現場のデジタルツイン作成
河川の堤防決壊や、土砂災害などの災害現場を

ドローンで撮影して、３次元のデジタルツインを生成。
庁内ですぐに情報共有して、距離、高さ、面積などを
計測し、災害規模を瞬時に把握して、災害の初動対
応、救難活動に活かす。
３次元で閲覧できるため、全体像を俯瞰的に把握

し、復旧活動の検討にも役立てる。

■災害対応力の強化

災害現場のデジタルツイン（距離、高さ、面積を瞬時に計測可能）

平常時のデジタルツイン 洪水時のデジタルツイン

（本宮町請川）

◎市役所新庁舎へのオペレーションルームの整備
災害時における各種情報を、様々なメディ

アから収集し、視覚的に共有することにより、
状況認識を統一し的確な判断を実施する。
熊野川の監視カメラ映像やドローンの撮影

映像等を大型モニターに投影し共有を図る。

◎デジタルツインを活用した災害シミュレーション
平常時において、河川氾濫エリアのデジタルツイン上に氾濫水位を

入力して、洪水時のシミュレーションを行い、災害の「見える化」が可能。
防災訓練や防災教育で活用することで、市民の防災・減災意識を高め、

災害に強いまちづくりを目指す。
11台のドローンを
職員で操作

撮影したものを数時間で３次
元に生成。

瞬時に田辺市全庁で情報共
有して、情報一元化、効率化。



柱②情報の⼀元化や情報発信の⾒える化等による情報伝達体制の⾼度化・効率化
＜15＞ＩＣＴ等を活⽤した効果的な情報提供の継続・推進
＜17＞各管理者の情報を効果的に配信できる仕組みの必要性の確認と構築取組内容
●デジタル新技術の活⽤

紀宝町
継続

応用

様々な現場

①配信する ②情報集積・配信する

ドローン２台

専用スマホ２台

（防災・基盤に配備）

小型カメラ２台

職員個人スマホ

河川カメラ映像

キキクル気象情報

リアル映像可搬システム（２４回線まで）

職員個人スマートフォン

代替拠点（まなびの郷）

リアル映像可搬システム

（10回線まで）

親拠点（災害対策本部）

災害時孤立集落等

自主防組織
配布タブレット

４地区

桐原、浅里、北桧杖、瀬原

スターリンク搭載 現場車両

通信インフラが遮断されても、

現場から情報を送ることができる

４．９Ｇ無線ネットワーク
※インターネットが切断されても通信可能

更に、スターリンクを組込むことで各拠点

でインターネットの使用が可能

災対本部用

スターリンク

①神内小学校

②井田小学校

③相野谷中学校

④鵜殿小学校

主要避難所＆救護所 計５ヵ所

③見る

⑤鵜殿小学校（救護所）

公衆無線Wi-Fi

&

本部通信モニター

■ 衛星通信機器（スターリンク）を活用した非常用通信体制の確保
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和歌山県

柱①：水害リスク情報等の更なる充実と自主防災意識の向上による安全な住民避難等の実践
＜4＞水害リスク情報の充実（水害リスク空白域の解消、多段階型浸水想定等）・周知取組内容
●水害リスク情報の空白域の解消 継続

○これまで把握されていなかった、洪水予報河川及び水位周知河川区間を除く県管理河川における
水害リスク情報を明らかにすることで、住民の適切な避難行動を確保する。（令和３年水防法改正）

洪水浸水想定区域（L2：想定最大規模）

新宮市

【参考】 新宮川水系

＜和歌山県管理の河川＞

＜洪水浸水想定区域図公表済みの主な河川＞
（和歌山県ホームページにて公表）

公表済 ※
⼀級河川 1 3 1 128 133
⼆級河川 3 14 3 296 316

計 4 17 4 424 449
※「ぶつぶつ川」を除く未公表であった424河川について、令和6年3⽉29⽇に公表

その他河川
洪⽔予報河川 ⽔位周知河川 計
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和歌山県

柱②：情報の一元化や情報発信の見える化等による情報伝達体制の高度化・効率化
＜16＞避難行動、水防活動に繋がる観測施設（水位計、河川監視用カメラ）等の整備・配信取組内容
●水位計、河川監視カメラ等の整備・配信 継続

取組概要 設置した河川監視カメラ

〇県下の洪水予報河川、水位周知河川の各基準観測局における受け持ち区間内の危険箇所や過去に浸水した箇所

等を直接監視する河川監視カメラを設置、随時情報を発信

〇水位計、河川監視カメラの設置箇所（令和６年１０月末現在）

・河川監視カメラ： ５箇所（熊野川（本宮、宮井、日足）、北山川（七色））

・水位計 ：１０箇所（熊野川、音無川、大塔川、赤木川、浮島川、

市田川、佐野川）

カメラ標準図

カメラ詳細図

※危険箇所：洪水予報河川、水位周知河川の各基準観測局において、氾濫危険水位等の水位設定の対象となる箇所

北山川（七色）

熊野川（本宮）

熊野川（宮井）

凡 例
●：カメラ
△：水位計

佐野川

市田川

熊野川

赤木川

大塔川

音無川

北山川

△

浮島川
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和歌山県

柱②：情報の一元化や情報発信の見える化等による情報伝達体制の高度化・効率化
＜15＞ICT等を活用した効果的な情報提供の継続・推進
＜16＞避難行動、水防活動に繋がる観測施設（水位計、雨量計、河川監視用カメラ）等の整備・配信
＜18＞雨量・水位・ダム放流情報等の一元化の検討取組内容

●県ホームページで、河川の水位、カメラ映像を提供 継続

ホームページの改修

【改修内容】
①河川監視カメラ及び水位計の増設
河川監視ｶﾒﾗ 112箇所（R6：2箇所増設予定）

水位計 102箇所（R6：2箇所増設予定）

②他県管理雨量計の表示
紀の川の上流域
（奈良県：２０箇所）

熊野川及び北山川の上流域
（奈良県：１２箇所、三重県：９箇所）

③河川流域図の表示機能の追加
④国土交通省 河川監視カメラ映像の表示

（R３年４月～）
⑤和歌山県 河川監視カメラ映像の表示

（YouTube配信）（R４年１０月～）
三重県

②他県管理雨量計の表示

奈良県

③河川流域界の表示機能の追加

⑤和歌山県 河川監視カメラ映像の表示
（YouTube配信）
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和歌山県

柱④：氾濫をできるだけ防ぐ、減らすための対策の推進
＜32＞河道掘削・低水護岸整備・堤防整備等の継続取組内容
●熊野川における築堤・護岸整備（輪中堤） 継続

○ 熊野川の日足地区および能城山本地区では、平成１６年８月豪雨をはじめ、近年浸水被害が度々発生してい
る状況を踏まえ、浸水被害軽減のため、輪中堤の整備を集中的に実施しています。

日足地区【R4.12完成】
輪中堤 L=400m

能城山本地区【実施中】
輪中堤 L=640m

平面図

1期工区（全景）

事業箇所

位置図

事業概要

【事業効果】
平成16年8月台風第11号洪水規模
の浸水被害が解消

施工状況

①

②

①

②

標準断面図（能城山本地区）
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・R５年度までに県内全域で216箇所設置

柱②情報の一元化や情報発信の見える化等による情報伝達体制の高度化・効率化

＜16＞避難行動、水防活動に繋がる観測施設（水位計、雨量計、河川監視用カメラ）等の
整備・配信取組内容

●危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラの設置

三重県

・R５年度までに県内全域で73箇所設置

・ 熊野川流域では、熊野川（瀬原）、 板屋川（矢倉川
合流点）に設置

・ 熊野川流域では、7箇所設置

【危機管理型水位計の設置】 【簡易型河川監視カメラの設置】

熊野川（瀬原）

板屋川（矢倉川合流点）

相野谷川（宮前橋、平野橋）、楊枝川（楊枝橋）
矢倉川（八幡橋）、清水元川（浅里橋）
跡田川（跡田１号橋）、相野川（倉本橋）

危機管理型水位計 ７基

簡易型河川監視カメラ ２基
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【令和5年度の実績】

柱④氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策の推進

＜33＞粘り強い堤防整備等の危機管理型ハード対策の検討・実施取組内容

●裏法保護工

三重県

施工イメージ

・ R5年度に県内で危機管理型ハード対策を11
河川で実施。

・ 熊野川流域では、北山川で堤防の裏法保護工
などの危機管理型ハード対策を実施。

【令和6年度の取組】

・ R6年度に県内で危機管理型ハード対策を12河川
で実施予定。

・ 熊野川流域では、引き続き北山川で堤防の裏法
保護工などの危機管理型ハード対策を実施。

位置図（北山川）

事業実施状況（R5年度)

R5対策区間
L=45.0m

紀和町湯ノ⼝

R6対策区間
L=60.0m

R7対策区間
L=60.0m
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線状降⽔帯による⼤⾬の可能性の半⽇程度前からの呼びかけを府県単位で実施
します（令和6年5⽉27⽇から運⽤）

今回の新たな運⽤

「明るいうちから早めの避難」 ･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

「迫りくる危険から直ちに避難」 ･･･ 段階的に予測時間を延ばしていく
※具体的な情報発信のあり⽅や避難計画等への活⽤⽅法について、情報の精度を踏まえつつ有識者等の意⾒を踏まえ検討

情報の改善

線状降⽔帯の⾬域
を楕円で表⽰

令和３(2021)年
線状降⽔帯の発⽣を
お知らせする情報
(6/17提供開始)

令和４(2022)年〜
広域で半⽇前
から予測

令和６(2024)年〜
県単位で半⽇前

から予測
令和８(2026)年〜
2〜3時間前を⽬標に

発表

令和11(2029)年〜
市町村単位で危険度の把
握が可能な危険度分布形
式の情報を半⽇前から提供

・線状降⽔帯による⼤⾬の可能性をお伝え

令和５(2023)年〜
最⼤30分程度早く

発表

⼤⾬と⾼波に関する三重県気象情報 第４号
令和５年６⽉２⽇０６時０１分 津地⽅気象台発表

（⾒出し） 東海地⽅では、２⽇午後から３⽇午前中に
かけて、線状降⽔帯が発⽣して⼤⾬災害の危険度が急激
に⾼まる可能性があります。
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令和６年 台⾵第１０号に関する三重県気象情報 第１９号
令和６年８⽉３１⽇０５時４２分 津地⽅気象台発表

（⾒出し） 三重県では、９⽉１⽇午前中にかけて、線状降⽔帯
が発⽣して⼤⾬災害の危険度が急激に⾼まる可能性があります。

「顕著な⼤⾬に関する気象情
報」の発表条件に達した地域を
地図上で⼤まかに把握できるよう、
気象庁HPの「⾬雲の動き」、「今
後の⾬」の地図上に⾚楕円で表
⽰する。実況で解析された楕円
を⾚の実線で、10〜30分先に
解析された楕円はすべて⾚の破
線で表⽰。

・線状降⽔帯の⾬域を表⽰

2023年6⽉2⽇ 和歌⼭県で線状降⽔帯が発⽣

2024年8⽉31⽇ 三重県で線状降⽔帯が発⽣

広域での呼びかけから府県単位での呼びかけに変わりました

線状降⽔帯発⽣時
（気象庁HP）

柱①：水害リスク情報等の更なる充実と
自主防災意識の向上による安全な住民避難等の実践

取組内容

線状降水帯の予測精度向上等に向けた取組の強化・加速化

津 地 方 気 象 台
和歌山地方気象台
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紀南河川国道
事務所

柱④氾濫をできるだけ防ぐ、減らすための対策の推進
＜32＞河道掘削の継続取組内容
●熊野川における河道掘削

 令和3年10⽉に全国に先駆け、気候変動の影響を考慮し、新宮川河川整備基本⽅針（変更）を策定し、次ぐ令和4年3⽉に
新宮川⽔系（熊野川）河川整備計画を策定しました。

 整備計画流量を安全に流下させることを⽬標とし、更なる治⽔安全度向上のため、段階的な河道掘削を実施しています。

継続

■熊野川河道掘削計画範囲

■各年度の進捗状況

■熊野川河道掘削実施状況

進捗率
(%)

総実施済量
（万m3）

実施数量・実施の有
無（万m3）整備計画に

おける目標
量（万m3）

距離標河川名
各施策の
実施状況 R6

予定
R5R4

5%266422570
0.0k～
3.4k

熊野川
河道
掘削
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紀南河川国道
事務所

柱①水害リスク情報等の更なる充実と自主防災意識の向上による安全な住民避難等の実践
＜1＞洪水時の河川管理者と関係市町村との連携の検証と改善取組内容
●WEB会議による危機感の共有

 令和６年度台⾵10号において、熊野川流域でも影響が⾒込まれたため、流域タイムラインのWEB会議による危機感共有、及び紀
宝町タイムライン連携会議を開催しました。

 開催にあたり、紀南河川国道事務所から、予測⾬量に基づいた⽔位⾒通し等の情報提供を⾏い、関係機関の情報共有等を図る
とともに、事前防災⾏動等の確認を⾏いました。今後も台⾵等の⼤⾬等が予想される際には、タイムラインを通じて、関係市町との連
携を深めていきます。

継続

■紀宝町タイムライン連携会議■流域タイムライン WEB会議による危機感共有

副所長地域防災調整官
事務所長

副所長

地域防災調整官



紀南河川国道
事務所

柱①水害リスク情報等の更なる充実と自主防災意識の向上による安全な住民避難等の実践
＜７＞防災意識の向上に資する出前講座や水災害教育等の推進取組内容
●熊野川中学校における防災授業

 地域の防災⼒向上のための取り組みの⼀環として、新宮市⽴熊野川中学校で防災授業を開催しました。
 R5年度は台⾵７号が紀伊半島を上陸し、中学校周辺の熊野川（⽇⾜地区・県区間）では氾濫危険⽔位を超えたため、⽔害時の
⾏動の振り返りを⾏い、避難⾏動に向けての理解を深めた他、DXの取組紹介等を⾏いました。

 R6年度は⽔害に備えるため、浸⽔が発⽣したときに⾃宅の周りでどんな被害が起こるかを班ごとに議論した他、熊野川消防出張所の
協⼒による⽔防⼯法（⼟のう作り）の訓練体験やDXの取組紹介等を⾏いました。

継続
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■日 時：令和5年12月6日（水） 10:35～12:30
■参加者：紀南河川国道事務所４名、新宮市1名、

和歌山県1名、生徒12名、教員4名、地域住民10名

DXの取り組み紹介

■令和５年度
防災授業

班別討議の様子

意見発表の様子

事務所SNS
公式アカウ
ントで授業
状況を投稿

（X、
instagram）

避難判断の際の情報収集の方法を
学んだ。しっかり情報収集し、できる
だけ早く避難をしたい。

■日 時：令和6年12月11日（水） 10:25～12:10
■参加者：紀南河川国道事務所４名、熊野川消防出張所3名

新宮市1名、和歌山県2名、生徒20名、教員7名、
地域住民12名

DXの取り組み紹介

■令和６年度
防災授業

班別討議の様子

土嚢作成の様子

防災のことに関する勉強は、その土地に住まう
お作法です。
今日の授業で防災の知識が増えましたが、

知っているだけではいけません。
今度は自分たちはどうしたらいいのか考える。

みんなが勉強したことを実践できるようになると、
防災はどんどん進んでいきます。
自分で自分の命の守り、家族、地域の命を守

れる子どもたちに育てていきたいと思います。

校長先生の言葉
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紀南河川国道
事務所

柱④：氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策の推進
＜34＞市田川流域大規模浸水対策など内水対策（ハード対策）の実施取組内容
●市田川排水機場防災インフラツアー

 令和６年春からの本格運⽤を開始している市⽥川排⽔機場にて、和歌⼭県域メディア連携協議会構成員に向けた防災インフラツ
アーを開催しました。

 テレビ和歌⼭の取材による視聴者への情報発信や、市⽥川排⽔機場やDXの取組について関係機関の理解を深めることができました。

継続

■ 日 時：令和６年１２月６日（金） 13:30～14:30
■ 場 所：市田川排水機場
■ 参加者：テレビ和歌山（取材）、和歌山県、和歌山地方気象台、紀南河川国道事務所、和歌山河川国道事務所 計 ８名

記念撮影（市田川排水機場前）操作室の見学 3次元浸水想定区域図の紹介

■市田川排水機場、水門の遠隔操作は可能か。地震発生時は自動操作か。（和歌山県）
■緊急地震速報の情報受信は操作室の端末で実施しているのか。（和歌山地方気象台）
■今後メディア連携を進め、どのように広めていきたいか。（テレビ和歌山）
■和歌山県域メディア連携協議会を通じて、住民への情報発信・伝達を行うため、引き続きメディア機関に協力をお願いしたい。
（和歌山河川国道事務所）

【参加者の声】
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紀南河川国道
事務所

柱②：情報の一元化や情報発信の見える化等による情報伝達体制の高度化・効率化
＜23＞リスク情報や治水事業効果の見える化

取組内容
●水上巡視の高度化
●インフラDX出前授業

 今回初めて、ウェアブルカメラのリアルタイム映像配信により、熊野川の⽔上巡視の⾼度化の取組を試みました。⽔上巡視を多⼈数の
１５名とし、多⾯的な視点および新たな観点で、熊野川の状況監視等を実施し、今回は新たな変状などの発⾒はありませんでした。

 新宮地域のインフラDXに関する認知度向上のため、⼩学６年⽣を対象とした出前授業を実施しました。

継続

■水上巡視の高度化

■ 巡視時間：令和６年８月１日（木） ９：３０～１０：３５

■ 巡視区間：熊野川 直轄管理区間 (0.0ｋ+50ｍ～5.2ｋ)

■ 巡視人数：水上１２名 (職員２名、維持業者２名)

web１１名 （事務所７名、出張所４名）

インフラDX出前授業

■DXのことを初めて知ったが、インフラDX

のことが理解できたし興味が沸いた。

■ドローン・MCバックホウの操縦体験がす

ごく楽しかった。

■ドローン技術を活用した災害対応の動

画がすごかった。

【参加者の感想・意見】

■インフラDX出前授業
■ 日 時：令和６年５月３１日（金） １０：２０～１２：１０

■ 場 所：那智勝浦町立 宇久井小学校

■ 参 加：小学６年生４２名、施工業者 （小森組） ６名

■ マスコミ：テレビ和歌山、和歌山放送、ZTV、紀伊民放、熊野新聞、紀南新聞

■ 実施内容：インフラDXの概要・取組説明、MCバックホウ・ドローンの操縦体験など

インフラDX概要説明 MCバックホウ操縦体験

ドローン操縦体験

⽔上（リアルタイム配信）

ウェアブル
カメラ

ポケットWi-Fi
操作⽤スマホ

⽔上巡視状況②

巡視開始状況

熊野川

事務所・出張所（web）

事務所

出張所


